
9 時 0 分から 15 時 30 分まで あり

法人理念

　社会福祉法人開拓は、創業者の「子たちの心こそ道しるべ・灯」とした利他的な行動意志を経営の原点として、誰もが自己実現の主
体となり、誰もが持つ可能性を互いに磨き育て合い、それを認めあう福祉社会の実現に向けて
　　人としての根源的な愛情を基に卓越した福祉実践を追究します
　　顧客の将来にわたる成⾧の権利と義務を尊重しその無限の可能性を信頼します
　　役割を果たし必要とされる人生を歩む人材を育成し広く社会に貢献します
　　公明正大で無矛盾な法人経営の基に社会の公器としての役割・使命を全うします

　社会福祉法人開拓の全職員は、ともに
　　自らに与えられたものに感謝し、他のために、将来のために尽くし与える社会貢献を志します
　　仕事のある充実した人生指南を通じ顧客の利他的活躍の機会と場を創造します
　　人間性を高める挑戦に取り組む気概と全人的理解の探求心を持ち、卓越した支援技量を追求します
　　日本の自然と伝統を重んじ地域社会を大切にし、その一員としての役割・使命を全うします

支援方針

★　事業の運営指針
　発達を大切にしたいお子さんの好きなことや興味への探求心を大切にして、出来た喜びをみんな（お子さん自身、お友だち、保護者、
職員、地域の方々）で共感しあいます。
　　地域の中でどのお子さんも取りこぼされず、笑顔になれるよう、地域の保育力を共に高めていきます。
　　地域の方たちと共に、地域の課題に取り組みます。
★　サービス方針
　５領域「健康・生活」「運動・共感」「認知・行動」「言語・コミュニケーション」「人間関係・社会性」にアプローチした個別支援計画を作
成し、専門的な支援を行います
　　・たくさんの愛情を注ぎ、お子さんの心のサポートをします
　　・保護者と一緒に悩み、共感し、子育ての応援をします
　　・発達検査の実施、就学へのサポート、放課後等デイサービスへの引継ぎをします
　　・就園へのサポートをし、保育所等訪問支援を通して、併行利用園との連携しサポート体制をつくりあげます
　　・病院と連携を取りながら医療的ケアが必要なお子さんのサポートをします

営業時間 送迎実施の有無
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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語・コミュニケーション

人間関係・社会性

職員研修会（月１回）
他の児童発達支援センター等との職員交換研修
資格取得のための研修会への参加

支　援　内　容

本
人
支
援

～

～

～

主な行事等

・運動遊び会  ・さつまいもウィーク   ・ハロウィンウィーク  ・クリスマス会  ・節分会  ・ひなまつり  ・卒園児おわかれ会
・八街かいたく保育園との交流会
・乳児院「イーハトーブ」との交流会
・特別養護老人ホーム「ハーモニー」との交流会

３ページ

１０ページ

１９ページ

２８ページ

３２ページ

～

～

家族支援
保護者、きょうだいの療育参加「ぽっぽや教室」（月１回）
親子療育プログラム「親子day」（月１回）
療育相談（随時）

移行支援
八街市幼・小連携会議参加
事前移行担当者会議主催
放課後等デイサービス説明会主催

地域支援・地域連携

保育所等訪問支援実施
保育所保育士向け療育相談実施
保育所保育士向け療育研修会主催
自立支援協議会通園施設連合会参加

職員の
質の向上
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領域 活動 ねらい てだて
○給食 ・楽しんで食べる。 ・友達と一緒に楽しく食べられるよう雰囲気づくりに心がける。

・偏食をなくす。 ・食べたいという気持ちを大切にして、はじめは好きな食べ方で食べさせる。

・スプーン、フォークまたは箸で食べることができる。 ・個々に応じ、段階を踏んで食事がとれるよう手助けしていく。

・主菜、副菜を少しずつでも楽しくとれるよう声がけをし、日々の生活の中で習慣
づけていく。
・スプーン、フォーク、箸など成⾧の度合いに合わせて支援していく。

・給食の準備や片付け方を知り、できるところは自分
で行う。

・給食の準備、片付けは、一緒に行いながら少しずつできるようにしていく。

・食器を持ったり押さえたりして食べる。 ・年⾧児の人数分の茶碗を用意し持って食べるよう促す。他の子たちは食器に
手を添えて食べるよう促す。

・食具の持ち方、食事の姿勢を意識する。 いろいろな用具を正しい持ち方に繋げていく。

○水分補給 ・のどが渇いたことに気づき、水分を取ろうとする。 ・個々に応じ、段階を踏んで水分をとれるよう手助けする。

・水筒の使い方を知らせ、自分で飲めるようにしていく。

・水筒をあけて、一人で飲める。 ・飲めない子、嫌がる子には補助しながら少しずつ飲ませるようにする。

・その子にあった手立てを考え飲ませるようにしていく（ストローなど）

・こまめに水分補給をする。 ・熱がこもってしまう子に注意する。

・水分補給の大切さを知らせる。

〔1〕

健
康
・
生
活
　
①
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領域 活動 ねらい てだて
・意識的に水分補給をする。 ・こまめに声がけし、自分で飲めるよう支援する。

・声がけする回数を増やし、自分で飲めるよう支援する。

○手洗い･うがい･歯みがき ・嫌がらずに、手洗い、うがい、歯みがきをする。 ・日々繰り返し行うことで、無理なく身につくようにする。

・声がけにより、自分で手洗いができる。 ・日々の中で習慣づけていく。

・手洗いの方法を知る。
・石鹸の使い方を知る。

・手洗いの方法を伝え、上手に洗えない子には、除菌シートを併用する。
・洗うことが難しい子には、除菌シートを使用する。

・手を洗う際に袖をまくる。 ・タオルできちんと手を拭くことや水道を止めることができるよう促す。

○鼻水をかむ（拭く） ・鼻水を拭く。 ・鼻水をティッシュペーパーで拭けるよう支援する。

・かんで（拭いて）もらう。 ・鼻水をかむと、気持ちの良いことに気付かせる。

・鼻水を認識し、不快感を伝えることができる。

・一人でかむことができる。

○昼寝 ・眠くなったら布団の上で寝られるようになる。 ・眠くなったら寝られる環境を整えておく。

・昼寝時間は、保護者の希望も取り入れるようにする。

〔1〕

健
康
・
生
活
　
②
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領域 活動 ねらい てだて
○消毒・検温 ・嫌がらずに消毒、検温をする。 ・無理なく身につくようにする。（除菌シートなども利用する）

・快、不快を知る。 ・言葉がけをしながら、無理なく排泄ができるよう促していく。

・排泄を伝える。 ・怖がる子には、一緒に座る等をして、安心させ進めていく。

・安心して排泄ができる。 ・催したらトイレに行ってもよいことを伝え、行きやすい環境作りをする。

・一人で排泄ができる。

・排泄ができたことを知らせる。 ・定期的に声をかけ、排泄ができたことを伝えるように促す。

・便座に座れるようになる。

・自らトイレに行く。

・排泄の処理ができるようになる。

・おしりを拭く。

・トイレの水を流す。 ・流していなかったら、気づけるような言葉がけをする。

○咳エチケット ・咳、くしゃみが出るときは、口、鼻に両手をあてる。 ・ポスターや絵カードを提示し、やり方を説明し、実際にやってみる。

・咳エチケット、鼻水をかむことを学ぶ。 ・日々の活動の中で行う。

〔1〕

健
康
・
生
活
　
③

○トイレ・トイレトレーニング
・オムツ交換
・便座に座る
・立って行う
・排泄の処理（水を流す）
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領域 活動 ねらい てだて
○マスクをする
（口に当てる）

・マスクに慣れる ・マスクを口に当てることを繰り返しながら、嫌がらずにできるよう支援していく。

○帽子をかぶる ・嫌がらずにかぶる。 ・帽子をかぶると楽しいことができるという活動を考え、嫌がる子もかぶれるよう支
援していく。

・一人でかぶれる。

・帽子をかぶれるようになる

○靴を履く ・自分で履こうとする。 ・楽しい外出（外遊びなど）の機会に靴を履く練習をさせる。

・一人で履ける。 ・履きづらい靴については、履きやすい靴に換えてもらうよう保護者に依頼する。

○着替える、ジャンパーを着る ・できるところは自分でやる。 ・できるところは見守り、必要に応じて支援する。

・一人でできる。 ・衣服が汚れた時は、きれいな衣服に着替える気持ちよさを感じさせながら支援
していく。

○衣服の調節 ・暑い、寒いを感じることができる。また、言葉、態度で
表すことができる。

・季節の変わり目や運動の時などは特に衣服の調節に気を配る。

・着替えることで、心地良さを感じることができる。 ・気温や体調に合わせて、衣服の調節を行っていく。

・天候に合わせて、衣服の調節に気を配る。

〔1〕

健
康
・
生
活
　
④
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領域 活動 ねらい てだて
○身体測定 ・嫌がらずにはかりに乗る。 ・不安にならないように言葉をかけながら行う。

・一人で立てる。 ・個々に合わせて、無理のない測り方をする。

・静止できる。 ・一人一人に成⾧を知らせ、大きくなった喜びを一緒に味わう。

・体の成⾧に関心を持つ。

○内科検診・歯科検診 ・嫌がらずに（怖がらずに）受ける。 ・手順表や絵カードを用い、検診を受けることを予告する。

・医師を怖がらず、落ち着いて、受けられるよう言葉がけをする。

○歯みがき教室 ・歯みがきに関心を持つ。 ・歯みがきの歌や絵本などを使って歯みがきに関心を持たせ、落ち着いて受けられ
るようにする。

・みがいてもらう。 ・親子で歯みがきに関心を持たせ、楽しく参加できるよう声がけをする。

・一人でみがける。

○片付け ・片付けの合図で、気持ちを切り替え片付けることがで
きる。

・散らかしすぎる前に途中で片付ける習慣をつける(保育者が行ってもよい)

・友達と一緒に片付ける。 ・片付け後はほめるようにする。

・片付けの合図で気持ちの切り替えができ、次に進めるよう繰り返し言葉をかけて
いく。

〔1〕

健
康
・
生
活
　
⑤
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領域 活動 ねらい てだて
・自分が使ったものは責任をもって片付けるよう促す。

・片付けられない子には、保育者が一緒に片付け、支援していく。

・暑さが分かり、汗を拭いたり、日陰で遊んだりする。 ・炎天下での遊びでは帽子をかぶらせ、熱中症予防に心がける。

・日陰が涼しいことがわかる。 ・汗をかいているときは汗をふかせ衣服を着替えさせる。

・帽子をかぶれるようになる。 ・帽子をかぶると楽しいことができるという活動を考え、嫌がる子もかぶれるように支
援していく。

・暑いことや汗をかいていることを知る。

・靴を自分の靴箱に入れる。 ・靴箱やタオル掛けなど保管場所には分かりやすいシールを貼る。

・持ち物を順番に始末する。（帰りはリュックに入れ
る）

・片付けの順番を決め、日々個別に保育者と一緒に片付けるようにする。

・自分の物は自分で始末する。 ・自分の物は自分で行うよう見守り、できない子、やらない子には個別に声がけし
支援する。

○球根植え
・チューリップ

・興味を持って球根に触れたり、楽しんで植えたりす
る。

・植えやすいように土を耕し、穴をあけておく。

・花が咲くのを楽しみに待つ。 ・植えられない子どもにも、球根に触れさせ、形や硬さを感じ取らせる。

・友達や先生と一緒に植える。

〔1〕

健
康
・
生
活
　
⑥

○夏の生活習慣
（帽子をかぶる、汗を拭く、日陰で遊
ぶ）

○所持品の始末
（靴、持ち物）
・朝　・帰り
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領域 活動 ねらい てだて
○野菜の苗を植える ・野菜に興味を持ち、先生や友達と一緒に苗に触れ、

植える。
・植えやすいように耕し、穴をあけておく。

・水やりをする。 ・苗の成⾧には水が必要なことを知らせ、保育者も一緒に水やりをする。

・水やりの準備をする。（水やりコップを作ったり、バケツに水を入れたりする）

・野菜の育つ様子に興味を持ち観察する。 ・観察しやすい場所に植える。

・収穫した野菜、果物をみんなで食べる。 ・大きくなる様子を一緒に観察し、収穫に期待させる。

・収穫の喜びを一緒に味わう。

・木になっている様子を観察し、保育者も一緒に収穫し味わう。

○サツマイモウィーク ・掘り出せた喜びや達成感を味わう。 ・事前にペープサートや手遊びなどで期待感を持たせる。

・友達や先生と一緒に掘る。 ・サツマイモを掘る体験ができるよう環境を整えておく。

・土の感触が苦手な子は、無理なく掘れるようにシャベルなどを使用する。

・友達や先生と一緒にサツマイモに触れ、味わう。 ・身近なサツマイモに関心を持たせ、みんなで楽しく味わえるようにする。

・いろいろな野菜に触れ、感触を味わう。 ・段ボールを畑に見立て、野菜を埋めたり掘ったりして楽しめるよう環境を整える。

〔1〕

健
康
・
生
活
　
⑦

○収穫
・ナス ・キュウリ
・トマト ・ピーマン
・ジューンベリー
 ・ブルーベリー
・ヤマモモ ・ブドウ
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領域 活動 ねらい てだて
○園庭遊び ・園庭遊びに慣れる。 ・安全に遊べるよう見守り、保育者も楽しみながら一緒に遊ぶ。

・園庭遊びを楽しむ。 ・芝に座ったり触れたりし、感触を楽しませる。

・楽しんで園庭で遊ぶ。 ・春の空気に触れたり周りの子ども達の声を聞いたりしながら、園庭遊びを楽しめ
るよう促す。

・元気に遊ぶ。 ・移動時には保育者と手を繋ぎ、「シュシュポッポ」で歩く。

・遊具の遊び方、使い方を知り楽しんで遊ぶ。 ・遊び方を再確認し、安全に遊べるよう見守り、必要に応じて手助けをする。

・挑戦してみる。 ・別の遊びにも目を向けさせ、楽しめるようにしていく。

・楽しい活動の中で体を動かす。 ・元気に体を動かせるよう見守る。

・天候や子どもたちの状態に合わせて、室内でも体を動かせる環境を整える。

・秋の風を感じる。

・暖かい春を感じる。 ・一緒に春を感じられるような声かけをし、遊びに取り入れる。

・園庭で友達や先生と遊び、思い出がたくさんできるよう支援する。

・いーはとーぶの庭
・日光浴

・道具のないところでのびのびと遊ぶ。 ・子どもの体調や状況に合わせて活動を考えていく。

・外の気持ちよさを感じる。

・凧あげ ・凧を持って走れる。 ・糸を離さず、握って走れるよう支援する。

〔2〕

運
動
・
感
覚
　
①
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領域 活動 ねらい てだて
○室内遊び、ムーブメント ・室内で楽しく遊ぶ。 ・子どもたちの状況（状態）に合わせ、室内でも体を動かせる環境や、感覚を刺

激する遊びを提供していく。
・体を動かすことを楽しむ。 ・周りから刺激を感じられるようにしていく。

○歩く ・バランスをとり一人で歩ける。 ・不安定なところは手をつなぐなどし、安全なところでは一人で歩けるよう見守る。

・目的を持って歩く。 ・見通しが持てるように目的を明確にしておく。

・安全面を考慮する。

・いろいろな感触の道
（感触マットなど）

・手・足裏の感覚、感触を体験する。 ・感触が苦手な子は、一緒に手を繋ぎ、無理なく歩けるよう支援する。又、体に
触れられる事から始め、徐々にいろいろな部位を体験できるようにする。

○走る、止まる ・元気に走る。 ・早歩き、ゆっくり走るなどの段階を経て走れるよう教えていく。

・障害物を避けて走れる。

・音楽や合図（号令）に合わせて走ったり止まったり
する。

・リズミカルな曲を用い、走る、止まる動作が楽しくできるようにする。

・両足ジャンプができるようになる。 ・両足ジャンプを理解させ、できたら片足ジャンプへと段階的につなげていく。

・片足ジャンプができるようになる。 ・フープを用いるなど、楽しんで行えるようにする。

運
動
・
感
覚
　
②

○ジャンプ
・両足ジャンプ
・片足ジャンプ

〔2〕
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領域 活動 ねらい てだて
○鉄棒 ・両手で握る ・落ちないように握ることができたら、ぶら下がるなど徐々に発展できるようにする。

・ぶら下がる

・握ったままジャンプができる。

・揺れを楽しむ ・安全に遊べるよう見守り、大人の膝の上に乗せて揺らし安心して揺れを楽しめ
るようにする。また、握ることにも慣れさせる。

・体を動かすことを楽しむ。 ・揺れが苦手な子には、足が地面につく低いブランコから慣れさせていく。

・つなを握る ・こぐ力、揺れも大きくなるので、そばで見守り安全に留意する。

・自分の足で揺らす

・自分でこぐことができる

・高さや大きな揺れなどこぐ楽しさを味わう。

・大人と一緒にすべる。 ・一人ですべれない子には一緒にすべり、すべる楽しさを味わわせる。

・一人ですべることができる。 ・危険がないよう全体を見守る。

・スピードを自分で調節して、楽しくすべることができる。 ・スピードの調整ができにくい子には、安全にすべれるよう補助する。

・友達とすべる。

・順番を守ることができる。

運
動
・
感
覚
　
③

○ブランコ
・大人と乗る
・一人で乗る
・立ち乗り

○すべり台
・大人とすべる
・一人ですべる
・友達とすべる

〔2〕
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領域 活動 ねらい てだて
○アスレチック ・喜んで遊ぶ。 ・安全にできるよう見守り、必要に応じて手助けする。

・挑戦してみる。 ・できない遊具もこわがらず挑戦できるよう言葉がけをする。

○バネ遊具 ・大人と乗り、揺れを楽しむ。 ・落ちないように補助しながら楽しめるようにする。

・一人で乗り降りができる。 ・一人で遊べる子は危険のないよう見守る。

・友達を一緒に楽しく遊ぶ。

・砂の感触を味わう。 ・触覚過敏がある子には無理に行うことはしない。

・喜んで遊ぶ。 ・補助しながら作ったりこわしたり、保育者も楽しみながら遊びに参加する。

・力加減を意識して握ったり作ったりする。

・イメージして作る。（プリン他）

・バランスがとれる。 ・床にテープを貼って目印にするなどして、安全な場所から始める。

・ルールがあることを知る。 ・危険のないよう見守りながら、できないところを手助けする。

・順番を守ることができる。 ・危険予測ができるよう、日々の遊びの中で知らせていく。

・友達や先生と楽しく遊ぶ。

〔2〕

運
動
・
感
覚
　
④

○砂遊び
・触れる ・穴を掘る
・山 ・トンネル ・川
・プリンやおだんご作り

○平均台、バランスストーン
○巧緻台、サーキット
　吊り具、トランポリン
　三角マット、ランスストーンなど
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領域 活動 ねらい てだて
○風船
・触る、投げる

・感触を楽しみ、喜んで遊ぶ ・つかんだり投げたりし、一緒に楽しめるようにする。

・触る、投げるなどして特性に気づく。 ・風船の特性を理解させ、遊びが広がるようにする。

○遊びの部屋で遊ぶ
・大型遊具など

・自ら進んで体を動かす。 ・先生と一緒に遊具を準備したりして、興味を引き出す。

・体を動かすことを楽しむ。 ・安全に遊べるよう見守り、遊び方を知らせていく。

・場所に慣れる。 ・安全に配慮しながら、他のクラスとも交流が持てるようにする。

・にぎやかな雰囲気を味わう。 ・大型遊具で、体の使い方を支援しながら安全に遊べるようにする。

・室内遊びを楽しむ。

・水に慣れる。 ・個々の健康状態を把握する。

・水の感触を楽しむ。 ・個々が安全に遊べる環境づくりをする。

・水の心地良さを知る。 ・危険のないよう安全面において十分に配慮する。

・思い思いに遊ぶ。 ・みんなで楽しめる環境作りをする。

・涼がとれる遊びをする。 ・個々の健康状態に気をつけながら、危険のないよう十分配慮する。

○感触遊び
　（フィンガーペインティングなど）

・いろいろな感触を楽しむ。 ・室内でも冷たい感触が味わえるように、スライムなど皆で楽しめる遊びを取り入
れる。

〔2〕

運
動
・
感
覚
　
⑤

○水遊び
・シャワー ・ミスト
・スプリンクラー
・プール
・ウォーターマット
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領域 活動 ねらい てだて
・雨の感触を楽しむ。 ・濡れた草木に触ったり、水たまりに入る感触を味わったりし、雨の感触を楽しめる

よう支援していく。

・投げる動作を知る。 ・豆やお手玉、玉入れなどを遊びの中に取り入れて、段階的に投げられるよう支
援していく。

・喜んで豆まきをする。 ・豆やお手玉、玉入れなどを遊びの中に取り入れて、楽しんで節分に参加できる
ようにする。

・ボール遊びを楽しむ。 ・子どもの発達レベルに合わせた遊びを取り入れる。

・ボールの動きを楽しむ。 ・楽しみながら徐々に遊びが発展できるようにする。

・喜んで遊ぶ。 ・ボールを蹴ることに興味を持たせ、友達同士でパスができるようにする。

・蹴ることができる。

・先生や友達と遊ぶ。

○運動あそび ・順番に待つことができる。 ・安全に遊べるよう見守り、遊び方を知らせていく。

・いろいろな運動あそびに挑戦する。 ・子どもの発達レベルに合わせた遊びを取り入れる。

・楽しい活動の中で体を動かす。 ・元気に体を動かして遊べるよう見守る。

〔2〕

○雨の日の散歩
・水たまりを歩く
・雨上がりの散歩

運
動
・
感
覚
　
⑥

○投げる
　豆まき、ビーンズバッグ
　お手玉

○ボールあそび
・投げる ・受け取る
・転がす ・蹴る
・バウンドさせる
・ボールを蹴ってパスをする
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領域 活動 ねらい てだて
○凧あげ ・凧を持って走れる。 ・糸を離さず、握って走れるよう支援する。

・喜んで遊ぶ。 ・縄やフープで楽しめる遊びを取り入れる。

・縄遊びを楽しむ。 ・見本を見せ、楽しいことを伝えるようにしていく。

・いろいろな遊び方を提示する。

○フープ

○リトミック ・楽しく参加する。 ・保育者も楽しみながら行い、リトミックに関心を持たせる。

・音やリズムに合わせて動く。 ・新しい遊びにも関心をもって参加できるよう、無理なく進める。

・楽しんで身体を動かす。

○ムーブメント ・一年間のムーブメント活動を振り返り、楽しく体を動
かす。

・活動の中に、知覚運動につながる動きを取り入れる。

○くぐる
（フープ、ダンボールなど）

・いろいろなものをくぐる。 ・空間意識を持ちながら、くぐれるよう促す。

〔2〕

運
動
・
感
覚
　
⑦

○縄遊び
・へび
・跳ぶ
・ジャンプ
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領域 活動 ねらい てだて
・リズムに合わせて動く。 ・様々な動作ができる曲を取り入れる。

・曲に合わせて、いろいろな動作ができる。 ・一緒に行うことで、興味や関心を引き出していく。

・体操に親しむ。 ・関心を示さない子、途中で遊んでしまう子には、徐々に参加できるよう、時折誘
いをかけたり言葉をかけたりする。

・喜んで参加する。

・喜んで参加する。 ・無理のない競技を考え、子ども達が参加できるようにする。

・ルールが分る。 ・関心を示さない子も徐々に参加できるよう言葉がけをする。

・友達とかけっこを楽しむ。 ・保育者自ら楽しく踊り、子ども達を誘い入れるようにしていく。

・順番を待つことができる。 ・分かりやすい見本を提示し、ルールを理解できるようにする。

・スタートの合図で、かけることができる。 ・危険のないよう配慮する。

・友達や先生と楽しく踊る。 ・元気に体を動かして遊べるよう見守る。

・楽しい活動の中で体を動かす。 ・天候や子供たちの状態に合わせて、室内でも体を動かせる環境を整える。

・ルールを理解し、全身を使って遊ぶ。 ・子どもが楽しめる活動を考え、ともに楽しめるようにする。

・バランス感覚を取りながら、ワクワク感をを持って参加
する。
・お手玉の感触に慣れる。

・様々な遊具を使い体を動かす。

運
動
・
感
覚
　
⑧

○運動会遊び
・かけっこ ・玉入れ
・障害物競走・踊り
・ハードル　・フープ

〔2〕

○目覚めの体操
（月の体操 パプリカ他）
・歩く ・走る ・止まる
・転がる ・這う
・ジャンプ
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領域 活動 ねらい てだて
○虫取り（園庭・明朗塾） ・動いている虫をそっと捕まえる。 ・網を用意し、虫がたくさんいる公園（園庭・明朗塾）に出かける。

・思い思いに遊ぶ。 ・虫が生きていることを知らせ、力加減の必要性に気付かせる。
〔2〕

運
動
・
感
覚
　
⑨
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領域 活動 ねらい てだて
・椅子に座ることができる。 ・手の動きが全員に見えるように。又模倣しやすいようにゆっくり行う。

・流れを理解し順番を待つことができる。 ・活動を通して、数や色を意識して取り組めるよう言葉をかける。

・会に集中できる。 ・保育者を意識し集中することで楽しみながら次の行動に移れるようにする。

・音楽を聴く。 ・手遊びから数字が意識できるようにしていく。

・歌を聞いて覚える。 ・楽しく参加できるよう雰囲気作りに心がける。

・一緒に歌おうとする。 ・保育者も一緒に楽しみ、楽しさを伝えていく。

・歌を歌う。（参加型） ・楽しく参加できるよう、季節感をお楽しみに取り入れる。

・言葉のやりとりを楽しむ。

・手遊びの模倣ができる。

・手遊びを見たり、模倣したりして楽しむ。

・朝の会、帰りの会に楽しんで参加する。

・自分なりの方法で返事ができる。
（手でタッチ・視線を合わせる）

・分かりやすく、はっきりと名前を呼ぶようにする。
・手を広げて、タッチを促す。

○表情を見る
（朝・帰りの会、食事時）

・表情を見て、感じたり理解したりする。 ・表情豊かに口をあけて話すようにする。

・マウスガードを使用し、口の動きが見えるようにする。
（朝・帰りの会、食事中）

〔3〕

○朝の会、帰りの会
・手遊び ・歌
（月の歌と手遊び
　一匹の野ネズミ、
山の音楽家など）

認
知
・
行
動
　
①
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領域 活動 ねらい てだて
○日々の活動
（新年度）

・新しい保育者にや友達に慣れる。 ・無理なくいろいろな保育者や友達に親しめるよう、関わりを持つ。

・クラスに欠席者がある日には、新規利用の幼児を短時間参加させ、少しずつク
ラスに慣れるようにしていく。

○音楽を聞く ・音楽に興味を持つ。 ・保育者も一緒に楽しみ、楽しさを伝えていく。

・音楽を通して個々の発達を促す。

・繰り返し聞かせて興味を持てるようにしていく。

○楽器遊び ・好きな楽器を一つ選ぶ。 ・無理なく遊べる楽器を用意し、親しみやすい曲を選んでおく。

・楽器を持てる。 ・曲に合わせて楽器を鳴らせるよう支援する。

・いろいろな楽器に触れる ・保育者も一緒に楽しみ、楽しさを伝えていく。

・曲に合わせて楽しく鳴らす。

・楽器遊び（音）を楽しむ。

○感触遊び ・いろいろな感触を味わう。 ・手足や体の他の部分で、いろいろな感触を味わえるようにする。

認
知
・
行
動
　
②

〔3〕
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領域 活動 ねらい てだて
○リトミック ・喜んで参加する。 ・保育者も一緒に楽しみ、楽しさを伝えていく。

・音や指示を聞いて動くことができる。 ・簡単な音や動きを取り入れ、無理なく楽しめるようにする。

○ムーブメント ・楽しんで参加する。 ・のびのびと遊べる活動を考える。

・次の活動を期待して待つ。 ・楽しく待てるよう、雰囲気作りに心がける。

○絵本を見る、聞く。 ・絵に関心を持つ。 ・興味が持てそうな内容の絵本を用意する。

・絵の内容が分る。 ・個々に合った絵本を用意する（購入する）。

・大人に読んでもらおうとする。 ・クラスに合った絵本を用意する（購入する）。

・繰り返しの言葉を楽しむ。

・しかけ絵本を見たり聞いたりする。

・座って絵本を見る。

○絵カード（トイレ、給食、園庭遊び
など）

・絵カードを見て次の行動に移ることができる。 ・わかりやすい絵や写真にする。

・カードの絵に興味を持つ。 ・興味が持てそうな内容の絵カードを用意する。

・言葉がわからない子には絵カードを見せて動けるようにする

・絵カードの提示とともに必ず言葉がけをする。

〔3〕

認
知
・
行
動
　
③
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領域 活動 ねらい てだて
○マッチング
（木製パズルなど）

・マッチングに興味を持つ。 ・落ち着いた環境で集中できるようにする。

・マッチングを楽しむ。 ・興味が持てる絵にする。

・同じものを探すことができる。 ・マッチングができるよう支援する。

・マッチングを理解し喜んで参加する。 ・マッチングに興味が持てるよう支援する。

・線をなぞることができる。 ・興味が持てる絵を用意し、クレヨン、マーカー、鉛筆など、成⾧に合わせて使える
ようにする。

・いろいろな種類の線をなぞる（直線、曲線） ・それぞれの子どもに合わせた用具、材料を用意し、興味を持って取り組めるよう
にする。

・線をなぞり、目標の場所につなげることができる。

・簡単なルールのある遊びができる。 ・指示の仕方を工夫し、ルールが分かるようにする。（動画等）

・喜んで参加する。

○タッピング（軟らかい物、硬い物な
ど）

・いろいろな物の感触を味わう。 ・手足や体の他の部分でいろいろな物の感触を味わえるようにする。

○お絵かき ・クレヨンやマーカーの使い方を知る。 ・用具の使い方をその都度教えていく。

・描きたいものを描く。 ・思い思いに描けるよう支援する。

〔3〕

認
知
・
行
動
　
④

○線遊び（クレヨン、マーカー、鉛筆）
・真っすぐな線
・点線
・点と点
・迷路

○ルールのある遊び
・色いろ何色?
・だるまさんがころんだ
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領域 活動 ねらい てだて
○シール貼り
・製作（こいのぼり）

・喜んでシールを貼る。 ・見本を作ってイメージできるようにする。

・目的の場所に貼ることができる。 ・楽しんで指先を使ってシールを貼れるよう支援する。

・自由に貼り、形を楽しむ。

○スタンプ ・先生と一緒にスタンプを押す。 ・見本を見せ、興味を持たせる。

・一人で押そうとする。 ・子どもたちが楽しめるスタンプを用意する。

・できた模様を楽しむ。 ・保育者も一緒に行い、安心してできるよう手助けしていく。

○ぬり絵 ・好きな色で塗る。 ・いろいろな色に興味が持てるよう声がけする。

・色を分けて塗る。 ・枠の中に収めて描こうとする能力を育てるとともに、完成できた満足感を味わわ
せる。

・完成できた満足感を味わう。

○折り紙 ・折り紙を楽しむ。 ・折り紙に興味を持たせ、見本を見せていろいろな形ができることに気づかせる。

・触れたり折ったり丸めたりする。

・三角や四角などを折ることができる。

〔3〕

認
知
・
行
動
　
⑤
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領域 活動 ねらい てだて
・興味を持って行う。 ・子どもが楽しめる製作を用意する。

・お月見があることを知り、興味を持って行う。 ・一緒に行い、安心してできるよう手助けしていく。

・クリスマスがあることを知り、興味を持って行う。

・楽しんで行う。

○ハサミを使う ・ハサミの使い方を知る。 ・安全に配慮しハサミを正しく使えるよう手助けする。

・線の上を切る。 ・集中して行えるよう言葉がけをする。

・感触を楽しむ。 ・粘土の扱い方をわからせ、楽しんで遊べるよう個々支援する。

・触る、ちぎる、握る、こねる、丸めるなどができる。 ・いろいろな形ができる面白さを味わわせる。

・形の変化を楽しむ。 ・必要に応じて、安全な小麦粉粘土を用いる

・作りたいものを作る。

・机上の活動を楽しむ。 ・落ち着いた環境を作り、興味が持てるよう支援する。

〔3〕

○製作
・お月見
・クリスマス
・その他

認
知
・
行
動
　
⑥

○粘土
（触る、ちぎる、握る、こねる、
丸める、形を作る

○午後の活動
・シール貼り　　・お絵かき
・折り紙　　　　・粘土
・絵本　　　　　・パズル
など
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領域 活動 ねらい てだて
○日常の遊び
・コーナー遊び

・おもちゃの適切な遊び方を知る。 ・おもちゃの適切な遊び方を伝え、徐々に発展できるよう仕向けていく。

・コーナー遊びを理解する。 ・コーナーごとの適切な遊び方を伝え、徐々に発展できるよう仕向けていく。

・興味を持って楽しんで遊ぶ。 ・静動のメリハリをつけられるようにする。

・興味を持って工夫して遊ぶ ・季節感のある遊びを取り入れていく。

○日常の活動、運動、遊び
　水遊び、手洗い、移動

・順番を意識する ・見本を見せたり、活動を繰り返したりして、順番を意識できるようにする。

・名前を呼ばれるまで待ち、順番を守り危険のないように水遊びができるようにす
る。
・見通しが持てるように支援し、貸し借りや順番を待つことができるようにする。

○色や数の認識
（１～１０）

・色を理解できる。 ・数の対応を一緒に繰り返し行い、楽しみながら数の認識ができるようにしていく。

・数を数えることができる。 ・活動を通して数や色を意識して取り組めるよう言葉をかけたり、声に出して言う
よう促したりする。

・色や数字を理解する。

・色や数字を言葉に出して言う。

○ままごと ・品物の種類や名前が分る。 ・一緒に遊ぶことで、遊び方を知らせ、徐々に発展できるよう仕向ける。

・友達と遊ぶ ・遊具は投げないよう繰り返し話し、安全に遊べるよう配慮する。

〔3〕

認
知
・
行
動
　
⑦
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領域 活動 ねらい てだて
○ブロック ・ブロックをはめることができる。 ・繰り返し行うことで興味を持たせていく。

・何かに見立てて形を作ることができる。 ・子どもが扱いやすい大きさのものを用意する。

・友達と遊ぶ楽しさが分る。

○積み木 ・積む、並べることができる。 ・一緒に積んだり並べたりしてできる形を楽しませる。

・形を作ることができる。

○新聞紙 ・思い思いに遊ぶ。 ・のびのびと遊べる環境を整える。

・ちぎることができる。 ・子どもから出た遊びを発展させるようにする。

・丸めることができる。 ・後片付けは皆でできるよう声をかける。

・友達と一緒に遊ぶ。

・季節の素材で楽しんで遊ぶ。 ・落ち葉やどんぐりのある所（明朗塾・中央公園）に出かけたり、用意したりす
る。

・落ち葉やどんぐりを楽しんで拾う。 ・約束を守って行動ができるように、事前に言葉がけをし、安全に楽しく遊べるよう
に支援する。
・季節の素材を用意し、安全に楽しく遊べるよう支援する。

認
知
・
行
動
　
⑧

○落ち葉払い・どんぐり拾い
・さつまいもや落ち葉、どんぐりなどで遊
ぶ。

〔3〕
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領域 活動 ねらい てだて
○ふくわらい ・ふくわらいを楽しむ。 ・正月遊びを取り入れ、共に楽しめるようにしていく。

・挨拶ができる。 ・場にあった挨拶ができるよう日々繰り返し伝えていく。

・いろいろな手段を使って挨拶をすることを、日々繰り返し伝えていく。

〔3〕

認
知
・
行
動
　
⑨

○挨拶をする（日常）
・手でタッチ
・視線を合わせる
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領域 活動 ねらい てだて
・子どもの表情から思いをくみ取る。
（泣く、笑う、怒る など）
・子どもの声に共感し、言葉がけを多くしていく。

・繰り返し言葉がけをすることで、語彙を増やしていく。

・先生への伝え方の手段を知る。
（困った時には先生を呼び止める）

・その子に合ったコミュニケーション手段が取れるようにしていく。

・朝の会、帰りの会に楽しんで参加する。 ・楽しく待てるよう雰囲気づくりに心がける。
・表情豊かに口を開けて話すようにする。

・名前を呼ばれたら返事をする。 ・その都度返事をするよう促し、できた時にはほめる。
・しっかりと向き合い、丁寧に対応し、反応を引き出す。

・聞かれたことに答えることができる。
（反応する）

・日頃より名前をはっきりと分かりやすく呼ぶよう心掛ける。

・保育者とのやりとりからかかわりの楽しさを知る。 ・個々に合わせ、簡単なものから徐々に難しい質問をしていく。

・指示に合わせて注視できるようになる。 ・保育者との信頼関係を深め、個々のやりとりを大切にする。

・保育者の声がけに注視する。 ・指示の仕方を工夫し、注目しやすい合図や環境設定をする。

・指示により切り替えができる。 ・しっかり向き合い丁寧に対応し、反応を引き出す。

○手遊び（歌遊び） ・手遊びを親しむ（歌遊び） ・一緒に行うことで、言葉に関心を持たせ、コミュニケーションがとりながら楽しめる
ようにしていく。
・手の動きが全体に見えるよう、又模倣しやすいようにゆっくり行う。

〔4〕

○話す、伝える
・指で指し示す
・手引する
・身振りで示す
・言葉で伝える

・泣いて表現できる。
・一音を出す。
・喃語が出る。
・鳴きまねができる。
・意味のある言葉が話せる。
・簡単な言葉が理解できる。
・気持ちを伝えることができる。

言
語
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
　
①

○朝の会、帰りの会、日常生活
・返事をする。
・提示されたものを見る
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領域 活動 ねらい てだて
○指示を聞く
・先生の話に耳を傾ける。

・集まれの指示で集まることができる。 ・旗や絵カードなどを使って、注意を向けられるよう工夫する。

・活動の中で、先生の話を聞く。 ・分かりやすい言葉で話すよう心がける。

・話の内容を理解しようとする。 ・話している人に注目して聞くように促す。

・保育者の合図で手を止め、話を聞く。 ・挨拶や今までの約束を励行できるように、見本を見せたり声を掛けたりする。

○先生や友達の話を聞く
・個別活動、戸外遊びなど

・人の話を聞こうとする。 ・分かりやすく話すよう心掛ける。

・保育者の声、言葉に興味を持つ。 ・伝える内容によって、抑揚をつけて話をする。

・質問を理解し答える。 ・簡単な質問を繰り返し行うことでやりとりの楽しさが分かるようにする。

・話の内容を理解する。 ・話している人に注目して聞くよう促す。

・先生が話をする番である事を伝え、注目して聞くよう促す。

○思ったことが言える
（伝えられる）

・自分の思いを表情や言葉で伝えることができる。 ・子どもがうまく表現できずにいるときには、代弁し、コミュニケーションがとれるように
する。

・自分なりの方法で気持ちを表現する。（伝える） ・繰り返し言葉がけすることで、語彙を増やしていく。

・自分の思いを表現する。 ・子どもの表情と行動から思いを汲み取り、代弁していく。

・思いがうまく伝えられない時には、代弁して伝えていく。

〔4〕

言
語
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
　
②
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領域 活動 ねらい てだて
○挨拶をする ・挨拶ができる。

（言葉、ハイタッチ、視線を合わせる 他）
・場に合った挨拶ができるよう、日々繰り返し伝えていく。

・色々な手段を使って挨拶をする事を、日々繰り返し伝えていく。

○絵カード遊び ・保育者の言葉をまねて言える。 ・分かりやすい絵にする。

・絵の内容が分かり言える。 ・できるよう個別に支援する。

・先生の模倣をして楽しむ。 ・繰り返し行うことで、興味を持って参加できるようにする。

・子どもが楽しめる活動を用意し、ともに楽しめるようにする。

・喜んで見る。 ・子どもの成⾧に合った内容の絵本を読んでやり、又、一緒に見る。

・落ち着いて静かに見る。 ・覚えやすい繰り返しのある絵本などを用意し、一緒に楽しむことで絵本に関心を
持たせていく。

・内容が理解できる。

・繰り返す言葉の楽しさに気づく。
（大きなかぶなど）

○絵かき歌 ・絵かき歌を楽しむ。 ・歌いながらでき上っていく様子を楽しませる。

○スカーフおくり、 リレー
つなひき、　パラバルーン

・指示に合わせ注視できるようになる。 ・提示の仕方を工夫し、注目させやすい合図や環境設定をする。

〔4〕

言
語
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
　
③

○絵本
・一緒に見る
・一人で見る
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領域 活動 ねらい てだて
○日々の活動 ・成功した達成感を味わう。 ・成功を体験したときには、「できたね」などの声掛けをしながら、達成感を味わえ

るようにする。
・できた喜びを味わう。 ・活動を体験した時には、ハイタッチをしながら達成感を味わえるようにしていく。

・自分の体の使い方を知る。 ・自分の体を安全に使う方法を伝える。

・触れ合うことで安心したり、楽しさや喜びを感じたりす
る。（保育士や親）

・ふれあい遊びから愛着形成へとつなげていく。

・動物などの模倣ができる。 ・ふれあい遊びを通して、コミュニケーションを取りながら楽しさに気づけるようにす
る。

・揺れを感じながら、バランスをとる。 ・安心して触れ合えるように、力加減や声の大きさに配慮する。

・繰り返し行うことで楽しさに気づかせ模倣へとつなげていく。

・個別に触れ合い、体を使ってコミュニケーションがとれるようにする。

・触れ合うことで安心感や楽しさ、喜びを感じられるようにする。

〔4〕

言
語
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
　
④

○ふれあい遊び
・ハイタッチ ・くすぐる
・一本橋 ・ぞうきん
・きゅうり ・ドラえもん
・ごしごし ・バスごっこ
・人間っていいな
・とんぼちょうちょカマキリ
・シーツブランコ
・生活全般・保育者とのやりとり
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領域 活動 ねらい てだて
○先生と遊ぶ ・先生との触れ合いを楽しむ。 ・日々のやりとりを一緒に楽しむ。

・先生や友達と手をつないで歩くことができる。 ・手をつなぐ活動を取り入れ、経験を増やす。

・子ども一人一人が安心して過ごせるよう関わりを持っていく。

・周囲の人の顔が分る。 ・友達や先生の顔、名前が分るよう、日々、はっきり名前を呼ぶようにする。

・周囲に先生はや友達がいることを知る。 ・友達同士の仲間意識が高められるような遊具や遊びを取り入れる。

・友達とのやりとりを楽しむ。 ・遊びを見守りながら危険が生じた時には言葉がけをする。

・友達を意識して遊ぶ。 ・集団で協力できるあそびを行い、協調性を養うとともに、達成感が得られるよう
にする。

・先生や友達の名前が分る、言える。 ・保育者からたくさん声を掛け、関わりを深めていく。

○自由遊び ・先生や友達とのやりとりを楽しむ。 ・保育者も一緒にやりとりを楽しめるような遊具や遊びを取り入れる。

・先生や友達と遊ぶ楽しさを知る。 ・新しいおもちゃを購入するなど、新鮮な気持ちで遊べるよう考慮する。

○午後の活動 ・他のクラスの活動に喜んで参加する。 ・午後の活動で他のクラスとの交流を図る。

〔5〕

人
間
関
係
・
社
会
性
　
①

○先生や友達と遊ぶ
・スカーフおくり
・リレー　・つなひき
・パラバルーン
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領域 活動 ねらい てだて
○家族とのつながり ・家族の顔が分る。 ・父の日や母の日を通して、家族に関心を持たせ、つながりが深まるようし向け

る。
・家族の名前を呼ぶことができる。

・先生や友達と手をつないで歩くことができる。 ・手をつなぐ活動を取り入れ、経験を増やす。

○日々の生活 ・安定した生活を送る。 ・保育者同士が連携を取りながら、安心して生活が送れるよう支援する。

・保護者支援をすることで、保護者が子への愛情を持てるようにしていく。

・保護者と連携しながら、安心して銀河鉄道の生活に慣れていけるよう支援す
る。
・マットを用意し、職員が子ども達を座らせるようにする。

・物事にはルールがあることを知る。 ・順番を守れるようその都度声がけし、保育者と一緒に待つようにする。

・順番があることを知り、順番を待つ、順番に並ぶ。 ・椅子を使い、分かりやすく見えるようにし、順番を知らせる。

・先生が先頭で歩くということを意識できるよう声をかける。

・周りの言動を気にかけられるよう支援する。

〔5〕

人
間
関
係
・
社
会
性
　
②

○手をつないで歩く
・移動
・ふれあい遊び
・ダンスなど

○順番を守る（順番を意識する）
・ムーブメント　楽器遊び
・運動遊びなど
・コーナー遊び
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領域 活動 ねらい てだて
○貸し借りをする ・物の貸し借りができる。 ・玩具や遊具を友達に貸したり借りたりできるようその都度言葉がけをしていく。

・落ち着いて椅子に座ることができる。 ・繰り返し着席できるようにする。

・個々に合わせた言葉がけをし、着席できるよう支援する。

・友達や保育者を意識する。 ・朝の会で、友達だけではなく、保育者も呼ぶことで意識できるよう繰り返し支援
していく。

○園庭で遊ぶ ・他の施設の友達とも遊ぶ。 ・保育園や預かり保育の子ども達とも関わって遊べるよう働きかける。

○お手伝い、共同作業 ・役割を持ち、達成感を得る。 ・園庭遊びの片付けや給食の後片付けを通して、他者意識を高めたり、達成感
を得たりできるよう支援する。

・みんなで片付ける。

○周囲の環境 ・周りの施設や人々、草木などに関心を持つ。 ・機会をとらえて周囲の環境に目を向けさせ、関心を持たせる。

○合同ダンス ・他の施設の友達と楽しく踊る。 ・ダンスの曲を分かりやすく口ずさみ、一緒に楽しめるようにする。

・秋空の下で音楽を楽しむ。 ・子ども同士ぶつからないように注意し、安全面に配慮する。

〔5〕

人
間
関
係
・
社
会
性
　
③

○着席する
・朝の会
・昼食
・帰りの会

- 34 -



領域 活動 ねらい てだて
○水遊び（他のクラスとの交流） ・他のクラスの先生や友達とも関わり、遊ぶ楽しさを知

る。
・水遊びを通して、クラスだけにとらわれず、集団の枠を広げ一緒に楽しめるように
する。

・運動(会)遊びに楽しんで参加する ・運動会を行うことを知らせ、意欲的に取り組めるよう支援する。

・友達と力を合わせて、一つの物を成し遂げる。 ・力を合わせると大きな力になることに気づかせ、頑張る力を養う。

・運動(会)遊びに向けて、子どもたちが楽しめる遊びを日々の活動に取り入れて
いく。
・親子で楽しめる遊びを取り入れる。

○ムーブメント ・友達とルールを守り、一緒に楽しむ。 ・活動の中で友達同士の仲間意識が高められるような遊具や遊びを取り入れ
る。

○集団遊び
・自由遊び、ムーブメントなど

・友達とのやりとりを楽しむ。 ・子どもたちが楽しめる遊びを考え、大勢で参加できるようにしていく。

・友達と一緒に遊びいろいろな思い出を作る。 ・話している人の注目し、話を聞けるよう促す。

○ふれあい遊び ・触れあうことで楽しさや喜びを感じる。 ・日々のやりとりを一緒に楽しむ。

・ふれあい遊びを通して、コミュニケーションがとりながら楽しさに気付けるようにす
る。
・個別に触れあいながら愛着形成につなげていく。

・新しく入ってくる子には安心して過ごせるよう関わりを持っていく。

〔5〕

人
間
関
係
・
社
会
性
　
④

○運動(会)遊び
・リレー（フープリレー、ボール遊び、リ
レーなど）
・チーム戦の競技
・かけっこ　・玉入れ
・障害物競走
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領域 活動 ねらい てだて
・一緒に遊び、いろいろな思い出を作る。 ・子どもたちの好きな遊びを取り入れ、みんなで楽しめるようにする。

・驚かずに保育者の指示が聞ける。 ・見通しをもって行動できるよう、スケジュールや手順表などを活用し予告してお
く。

・保育者の指示で動ける。 ・子どもに不安を与えないよう保育者が落ち着いて行動する。

・突然の災害でも怖がらずに保育者の近くに集まれ
る。

・避難する時は子どもが残留していないかすばやく確認する。

・消防士や消防自動車に関心を持つ。 ・全員が安全に避難できる方法で避難させる（避難車、おんぶひも、バギー）

・怖がらずに避難車に乗る。

○交通安全教室 ・大勢の友達と一緒に参加する。 ・道路の歩き方を知らせ、安全に歩けるよう支援する。

・信号の見方や道路の歩き方などを知る。

・喜んで参加する。 ・桜に関心が持てるよう言葉がけをする。

・草花や生き物に関心を持ち、大勢の友達とのびのび
と遊ぶ。

・個々の興味に合わせ、一緒に遊んだり楽しんだりする。

・楽しい思い出を作る。 ・興味が薄い子には、楽しめる遊びを考え、一緒に遊ぶ。

・楽しい思い出ができるよう、保育者も一緒に遊ぶ。

人
間
関
係
・
社
会
性
　
⑤

○避難訓練
（火災・地震・竜巻・突風）
・集まる ・座る ・移動する ・低い姿勢
をとる ・机下にもぐる ・話を聞く

○お花見
・明朗塾
・公園

〔5〕

○いろいろな遊び
・キャスターカー・パラバルーン・玉入れ
など
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領域 活動 ねらい てだて
○バス遠足（明朗塾・公園） ・ルールを守り、皆で楽しく参加する。

○親子遠足 ・皆で楽しく参加する。 ・安全に過ごせるように、巡回しながら、全体を見守る。

・親子で一日楽しむ。 ・先生の指示に耳を傾け、約束を守って行動できるよう言葉がけをする。又全体
を見守る。

○子どもの日
・園庭遊び

・子どもの日があることを知る。 ・園庭のこいのぼりに関心を持たせ、できたこいのぼりで一緒に遊ぶ。

・こいのぼりを作り、先生や友達と遊ぶ。 ・園庭のこいのぼりに関心を持たせ、風により元気に泳ぐことに気付かせる。

・母の日、父の日、敬老の日があることを知り、喜んで
プレゼントを作る。

・プレゼント作りは個別に手助けをしながら作り上げる。

・プレゼントを作ることで喜ばせたいという気持ちを持
つ。

・家族が喜ぶ姿をイメージしやすい言葉を選ぶ。

・老人施設のお年寄りと交流を持つ。 ・お年寄りも子どもも楽しく過ごせるよう、歌を歌ったり、プレゼントを渡したりなど
し、楽しい会になるよう工夫する。

・夏を感じるイベントに楽しく参加する。 ・遊びにルールがある事を知らせ、順番を守って参加できるよう声がけをしていく。

・夏のイベントを楽しむ。 ・かき氷や綿あめを食べ、夏を感じながら楽しめるよう工夫する。

・夏らしい雰囲気づくりをし、楽しく参加できるようにする。

・親子で楽しめる夏祭りらしいゲームを用意する。

〔5〕

人
間
関
係
・
社
会
性
　
⑥

○母の日
○父の日
○敬老の日

○夏まつり
・かき氷
・たこやき
・綿あめ
・スイカ割り
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領域 活動 ねらい てだて
○ハロウィン
○クリスマス

・イベントに楽しく参加する。
・ハロウィンの遊具で遊びを楽しむ。

・ハロウィンにちなんだ遊具や衣装などを用意し、皆で楽しめるよう工夫する。

・イベントにより季節を知る。
・クリスマスを楽しむ。

・クリスマスにちなんだ製作や楽器遊びを行い、皆で楽しめるようにする。

・必要な物を友達や先生と一緒に作る。

・昔ながらの行事に触れ、豊かな感情を育む。 ・伝承遊びに触れる機会を作り、共に楽しめるようにする。

・お正月の遊びに親しむ。 ・正月にちなんだ遊びを用意し、共に楽しめるようにする。

・皆でかるた遊びを楽しむ。 ・友達と関わりあって遊べるよう支援する。

・イベントに楽しく参加する。 ・豆まきやひな祭りの歌をみんなで歌い楽しんで参加できるようにする。

・豆まきを楽しむ。 ・歌を通して節分やひなまつりのある事を知らせる。

・ひな祭りがあることを知り、歌ったり写真を撮ったりす
る。

・子どもも参加してチョコを作るなど、みんなで楽しめる内容にする。

○お楽しみ会 ・皆で楽しく過ごす。 ・卒園する友達がいることを伝え、皆で楽しめるような会にする。

○卒園式 ・喜んで参加する。 ・保育室や人数等を工夫し、親子で安心して参加できるようにする。

・一年生になることへの期待の気持ちを持つ。 ・保育者も卒園の喜びを一緒に味わう。

〔5〕

人
間
関
係
・
社
会
性
　
⑦

○正月
　・かるた遊び
　・ふくわらい
　・餅つきなど
○節分
○バレンタイン
○ひな祭り
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